
























小さい商品 1単位当たりの発注費用を 𝑐1  
大きい商品 1単位あたりの発注費用を 𝑐2  
顧客が商品を買う際に小さい商品の量が足
りない場合に大きな商品でも買う割合 𝑝  
商品の価格 
単位当たりの小さい商品の値段を 𝑟1  
単位当たりの大きい商品の値段を  𝑟2  
𝑟1 ≤ 𝑟2 ≤ 2𝑟1  , 0 ≤ 𝑟1 − 𝑐1 ≤ 𝑟2 − 𝑐2  と仮
定する。 
売れ残った商品を廃棄するためにかかる費




顧客の需要を 𝐷 ：非負の確率変数 
累 積 分 布 関 数 、 密 度 関 数 
𝐹(𝐷), 𝑓(𝐷), (𝐹(0) = 𝑓(0) = 0) と仮定 
期待利益関数は次のように表される。 












𝑟1𝑥1 + 𝑟2𝑝(𝐷 − 𝑥1)
− *𝑥2 − 𝑝(𝐷 − 𝑥1)+𝜃 − (𝑐1𝑥1





*𝑟1𝐷 − (𝑥1 − 𝐷 + 𝑥2)𝜃
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は 正 の 値 を と り
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r1 = 8, r2 = 10, c1 = 5, c2 = 6, 𝜃 = 2 ,  𝑝 =
0.5,𝑠 = 4 
需要量の分布関数、密度関数 
𝑓(𝐷) = {
   
1
3000







           60 ≤ 𝐷 ≤ 100
 
𝑥1 + 2𝑥2 ≤ 60のとき 
1 54.77...x  , 2 2.62...x   
0 ≤ 𝑥1 ≤ 60 , 60 ≤ 𝑥1 + 2𝑥2 ≤ 100のとき 
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